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１
．
仙
台
総
合
鉄
道
部
運
転
士
関
係

（
１
）
Ｂ
5
仕
業
を
分
割
さ
れ
た
い
。

（
２
）
Ｂ
6
仕
業
、
郡
山
（
タ
）
で
休
養
す
る
仕
業
を
な
く
さ
れ
た
い
。

（
３
）
Ｂ
60
仕
業
、
Ｂ
１
０
１
仕
業
の
小
牛
田
か
ら
便
４
０
５
２
を
便
３
０
５
０
列
車
と
し
、
３
０
５
０
列
車
を
小
牛
田
停
車

扱
い
と
さ
れ
た
い
。

（
４
）
深
夜
帯
の
仕
業
に
つ
い
て
は
、
折
返
し
休
養
時
間
を
５
時
間
以
上
確
保
さ
れ
た
い
。

（
５
）
Ｂ
67
仕
業
の
岩
沼
で
の
行
路
上
発
生
す
る
労
働
時
間
以
外
の
時
間
14
時
24
分
～
15
時
10
分
（
46
分
）
を
労
働
時
間
と

さ
れ
た
い
。

（
６
）
予
備
要
員
を
４
名
増
と
さ
れ
た
い
。

（
７
）
２
０
２
４
年
度
の
採
用
者
数
及
び
退
職
者
数
を
職
場
・
職
種
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
８
）
２
０
２
４
年
度
の
新
規
養
成
計
画
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

２
．
安
全
対
策
関
係

（
１
）
災
害
時
等
で
途
中
駅
に
抑
止
と
な
っ
た
場
合
、
８
時
間
を
め
ど
に
交
替
さ
れ
た
い
。

（
２
）
列
車
の
遅
れ
等
で
２
泊
３
日
の
勤
務
と
な
ら
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

（
３
）
藤
田
駅
、
越
河
駅
に
「
停
止
目
標
」
を
設
置
さ
れ
た
い
。

（
４
）
停
車
場
に
お
け
る
場
内
・
出
発
信
号
機
の
銘
板
を
整
備
さ
れ
た
い
。

（
５
）
線
路
わ
き
の
除
草
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

３
．
そ
の
他

（
１
）
黒
磯
駅
の
カ
ラ
ス
対
策
を
さ
れ
た
い
。

（
２
）
盛
岡
（
タ
）
休
養
室
の
カ
ー
テ
ン
を
遮
光
カ
ー
テ
ン
と
さ
れ
た
い
。

（
３
）
各
職
場
の
エ
ア
コ
ン
の
点
検
を
さ
れ
た
い
。

４
．
東
北
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
係

（
１
）
臨
時
雇
用
員
の
日
給
を
７
，
４
０
０
円
と
さ
れ
た
い
。

盛
岡
（
タ
）
構
内
の
操
車
は
現
在
東
北
ロ
ジ
に
委
託
し
て
い
ま
し
た
が
、
ダ
イ
ヤ
改
正
時
に
貨
物
本
体
の
業
務
と
な
り
ま
す
。

ロ
ジ
の
操
車
は
貨
物
出
向
と
な
っ
て
そ
の
ま
ま
業
務
に
就
く
予
定
で
す
。

２０２４年２月16日
NO １７４号
発行責任者
須藤清成

建交労鉄道

岩手地本
①

基
本
給
を
３
８
，
０
０
０
円
引
き
上
げ
る
こ
と
。

②

企
業
内
最
低
賃
金
（
高
卒
初
任
給
）
を
、
基
本
給
に
お
い
て
全
国
一
律
２
２
５
，
０
０
０
円
以
上
。

③

割
増
賃
金
単
価
を
、
超
過
勤
務
手
当
１
５
０
／
１
０
０
、
夜
間
勤
務
手
当
５
０
／
１
０
０
（
但
し
、
深
夜
労

働
時
間
帯
は
、
労
働
時
間
を
50
％
割
増
し
た
時
間
）
と
し
、
休
日
出
勤
手
当
２
０
０
／
１
０
０
と
す
る
こ
と
。

④
超
過
勤
務
手
当
、
夜
勤
手
当
及
び
祝
日
等
勤
務
手
当
の
時
間
計
算
を
１
分
単
位
と
す
る
こ
と
。

⑤

通
勤
手
当
を
全
額
実
費
支
給
す
る
こ
と
。
（
含
、
新
幹
線
・
在
来
線
特
急
）

シ
ニ
ア
社
員
の
要
求
、
地
域
に
よ
り
基
本
賃
金
に
格
差
が
あ
り
ま
す
。

基
本
賃
金
を
コ
ー
ス
Ａ
は
２
４
５
０
０
０

円
、
コ
ー
ス
Ｂ
２
２
５
０
０
０
円
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
社
員
の
出
向
は
行
な
わ
な
い
こ
と
。

高
年
齢
者
の
雇
用
確
保
の
要
求
、
雇
用
継
続
を
行
な
う
制
度
確
立
の
た
め
、
定
年
を
満
65
歳
と
す
る
こ
と
。

定
年
ま
で
、
賃
金
の
減
額
を
や
め
、
定
期
昇
給
を
含
め
て
１
０
０
％
支
給
す
る
こ
と
。

本
人
が
希
望
す
る
場
合
は
、
70
歳
ま
で
の
就
業
を
確
保
す
る
こ
と
。

２
０
２
４
年
度
４
月
１
日
以
降
の
賃
金
引
き
上
げ
に
関
す
る
申
し
入
れ

お
知
ら
せ

２
０
２
４
春
闘
勝
利

建
交
労
３
・
７
中
央
行
動

建
交
労
２
０
２
４
年
春
闘
決
起
集
会

霞
が
関
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
会
議
室

鉄
道
本
部

国
交
省

集
中
回
答
日

３
・
14

全
国
統
一
行
動
日

春
闘
山
場
の
行
動
と
位
置
づ
け

ス
ト
ラ
イ
キ
決
起
を
は
じ
め
職
場
集
会

宣
伝
行
動

労
働
組
合
へ
の
期
待
を
広
げ
、
情
勢
を
変

え
る
行
動

能
登
半
島
地
震

に
よ
っ
て
北
陸
電
力

志
賀
原
発
（
石
川
県
志

賀
町
）
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
ま
し
た
。
設
計

上
の
想
定
を
超
え
る
揺

れ
が
観
測
さ
れ
、
事
故

時
の
避
難
計
画
の
非
現

実
性
な
ど
、
地
震
に
よ
っ

て
見
え
て
き
た
原
発
の

危
険
性
に
つ
い
て
、
内

閣
府
と
原
子
力
規
制
庁

か
ら
聞
き
取
り
を
し
た

日
本
共
産
党
の
山
添
拓

参
院
議
員
に
聞
き
ま
し

た
。地

震
の
揺
れ
に
よ
っ

て
、
変
圧
器
が
故
障
し
、

外
部
電
源
が
一
部
使
え

な
く
な
り
、
絶
縁
や
冷

却
の
た
め
の
油
が
漏
れ

出
し
ま
し
た
。
ま
た
、

使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー

ル
の
ポ
ン
プ
が
止
ま
り

一
時
的
に
冷
却
が
停
止

す
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
り
ま
し
た
。

ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い

て
、
北
陸
電
力
や
政
府

が
い
つ
、
何
を
ど
こ
ま

で
把
握
し
、
明
ら
か
に

し
て
い
た
の
か
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
１
日
16

時
10

分

の
地
震
発
生
後
の
同
49

分
、
政
府
の
警
戒
本
部

は
、
「
使
用
済
燃
料
の

冷
却
の
状
態
に
異
常
が

な
い
こ
と
を
確
認
」
と

発
表
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
プ
ー
ル
の
溢
水

（
い
っ
す
い
）
を
確
認

し
た
の
は
、
１
号
機
で

17
時
18
分
。
２
号
機
は
、

２
日
の
０
時
55

分
で
し

た
。
油
漏
れ
の
量
は
当

初
の
発
表
と
ま
っ
た
く

違
っ
て
５
倍
以
上
で
し

た
。
事
実
関
係
を
十
分

確
認
す
る
前
に
、
「
異

常
な
し
」
と
公
表
し
て

い
た
疑
念
が
あ
り
ま
す
。

１
号
機
、
２
号
機

と
も
設
計
上
の
想
定

を
超
え
た
揺
れ
が
観
測

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

地
震
は
長
さ
１
５
０
キ

ロ
に
お
よ
ぶ
活
断
層
の

動
き
が
原
因
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
再
稼
働
に

向
け
た
審
査
の
た
め
に

北
陸
電
力
が
規
制
委
員

会
に
提
出
し
て
い
る
資

料
で
は
、
想
定
さ
れ
る

活
断
層
は
最
大
で
96

キ

ロ
で
す
。
想
定
を
超
え

た
活
断
層
の
動
き
が
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

能
登
半
島
周
辺
で
想

定
を
超
え
る
活
断
層
が

動
き
、
想
定
を
上
回
る

揺
れ
や
津
波
、
地
盤
の

変
化
が
志
賀
原
発
を
襲

う
可
能
性
は
否
定
で
き

ず
、
そ
れ
を
予
見
す
る

こ
と
は
極
め
て
困
難
だ

と
思
い
ま
す
。

原
発
事
故
が
不
幸

に
も
発
生
し
た
場
合

の
避
難
計
画
に
も
問

題
が
あ
り
ま
す
。
計
画

で
は
輪
島
市
や
穴
水
町
、

志
賀
町
な
ど
か
ら
最
大

15

万
人
の
避
難
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
内
閣
府

は
そ
の
方
法
を
、
「
基

本
は
自
家
用
車
や
支
援

者
の
車
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
道
路
が
寸
断

さ
れ
た
今
度
の
状
況
を

見
れ
ば
、
と
て
も
現
実

的
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

能
登
地
方
で
は
２
０

２
０
年
12

月
か
ら
地
震

活
動
が
活
発
化
し
て
お

り
、
昨
年
５
月
に
は
最

大
震
度
６
強
の
地
震
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
北

陸
電
力
は
、
能
登
半
島

を
「
複
雑
な
断
層
帯
だ
」

と
認
め
て
い
ま
す
。
す

べ
て
の
原
発
を
廃
炉
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
す

が
、
と
り
わ
け

志
賀
原

発
は
廃
炉
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。新

聞
赤
旗

原
発
ゼ
ロ
Ｎ
Ｏ

１
５
１

能
登
地
震
で
問
わ
れ
る
原
発
の
危
険
性

山
添
拓
参
院
議
員

精進料理にまなぶ

不調改善、がん予防にも 1

曹洞宗永福寺住職 高梨尚之

日本の伝統料理の一つに精進料理があります。

禅寺に伝わる精進料理は動物性食品を使わな

い料理というだけでなく、食べものの命を大切

に扱う食べ方です。

身近にある季節のものを無駄にせず工夫して

いただくことはいま求められている持続可能な

生活にもつながります。

また、菜食はがんを遠ざける食事法としても

注目されています。さまざまな不調を抱える現

代人にとって精進料理は改善の糸口となるかも

しれません。精進料理の心は素材への敬意を示

しすべての命を大切にします。

弾の教えを生活に生かす「欲を律する」修行

精進料理は肉や魚など動物性食材を避け、野

菜・山菜・穀物・海藻・きのこ類など植物性食

材だけを用います。

仏教では、お釈迦様が、肉も野菜も寄進され

れば、ありがたく口にされた通り、基本は食材

に差をつけ、区別することはありません。

禅宗は観念的なだけでは留まらず、生活に密

着して教えを実践し、日常生活を生かすことを

旨とします。掃除や洗濯、歯を磨いたり顔を洗っ

たりお茶を飲んだりといういう毎日の生活行為

が、尊い修行そのものであると捉えて、丁重に

真剣に行じます。

鎌倉時代から実践素材の命を活かす心

貴重な食材でも粗末な物でも差をつけずに、

ありがたく使わせていただく姿勢で、日々台所

で汗を流し続けると、やがて自然に、無駄を出

さず素材の命をすべて使い切ろうという感謝の

気持ち、食材への敬意が養われてきます。

命を生かす姿勢が貫徹されれば、つい捨てて

しまいがちな皮やヘタ、先端部分も無駄にせず、

上手に使い切るように工夫します。近年世界的

に推奨されているＳＤＧｓ（特続可能な開発目

標）の考えを、禅寺では鎌倉時代からすでに実

践していました。

人間が健康に生きて行く為に１７４

百
段
坂

盛
岡
市

橋
場

雅
秋

（
樹
氷
・
木
魂
集
同
人
）

初
日
の
出
海
揺
る
が
せ
て
昇
り
来
る

初
糶
や
ま
た
も
鮪
は
大
間
物

永
久
ま
で
も
戦
後
で
あ
れ
と
初
御
空

左
義
長
や
戦
い
を
知
ら
ぬ
空
焦
が
す

百
段
坂
い
ま
晩
年
の
日
向
ぼ
っ
こ
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三
浦
委
員
長

２
０
２
４
年
は
、
１

月
１
日
の
能
登
半
島
地

震
発
生
、
２
日
日
航
機

と
海
上
保
安
庁
機
の
衝

突
事
故
、
23
日
に
は
新

幹
線
架
線
事
故
と
重
大

事
故
の
連
続
の
年
と
な
っ

て
い
ま
す
。

本
日
の
代
表
者
会
議

の
目
的
は
、
第
一
に
労

働
者
の
生
活
改
善
の
た

め
賃
上
げ
を
最
優
先
に

取
り
組
み
こ
と
。
次
に
、

労
働
条
件
の
改
善
を
要

求
し
、
廻
り
で
と
も
に

働
く
仲
間
に
よ
び
か
け

激
励
し
、
建
交
労
に
加

入
す
る
こ
と
を
運
動
の

柱
に
据
え
て
国
民
春
闘

を
た
た
か
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
財
界
・
大
企

業
に
対
し
、
そ
の
社
会

的
責
任
を
果
た
さ
せ
、

日
本
に
あ
る
格
差
と
貧

困
な
く
す
た
め
、
内
部

留
保
を
取
り
崩
し
、
労

働
分
配
率
と
下
請
け
単

価
を
引
き
上
げ
る
こ
と

を
強
く
要
求
し
、
景
気

の
回
復
を
今
春
闘
で
全

労
連
と
国
民
春
闘
に
集

う
仲
間
と
と
も
に
奮
闘

す
る
決
意
を
固
め
合
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
春

闘
の
山
場
で
あ
る
統
一

行
動
の
成
功
に
向
け
て
、

「
職
場
か
ら
地
域
か
ら

運
動
を
盛
り
上
げ
る
取

り
組
み
」
の
先
頭
に
立
っ

て
本
代
表
者
会
議
で
具

体
化
を
図
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
挨
拶

代
議
員
発
言

岩
手日

本
は
、
金
持
ち
に

よ
る
政
治
支
配
の
構
造

で
す
。
し
か
し
、
民
主

主
義
の
基
本
は
、
財
産

に
関
係
な
く
政
治
的
に

平
等
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
あ
り
ま
す

日
本
で
は
、
企
業
別

組
合
が
中
心
で
あ
り
、

労
使
協
調
路
線
に
舵
を

切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
全
労
連
を
中

心
に
建
交
労
は
、
闘
う

組
合
で
す
。
２
０
２
４

春
闘
は
財
界
、
政
府
・

連
合
主
導
の
春
闘
で
な

く
、
国
民
が
主
導
の
闘

う
春
闘
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

宮
城能

登
地
震
建
交
労
組

合
員
が
被
害
に
遭
っ
た

と
思
い
ま
す
。
３
・
11

で
見
舞
い
を
い
た
だ
い

た
が
、
能
登
の
被
害
者

に
は
建
交
労
で
カ
ン
パ

を
集
め
た
の
を
直
接
渡

し
て
ほ
し
い
。

春
闘
で
賃
上
げ
を
貨

物
会
社
に
ア
ッ
ピ
ー
ル

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
年
も
貨
物
本
社
前
で

宣
伝
行
動
を
し
ま
し
ょ

う
。
要
員
不
足
の
中
ダ

イ
ヤ
改
正
が
行
わ
れ
る
。

線
路
わ
き
の
雑
草
が
妨

げ
に
な
り
列
車
の
点
検

が
出
来
な
い
。

千
葉賃

上
げ
の
機
運
が
あ

る
。
失
わ
れ
た
30
年
、

労
働
組
合
が
声
を
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

鉄
路
、
道
路
事
業
の

撤
退
で
、
公
共
性
が
静

寂
に
な
っ
て
い
る

貨
物
会
社
本
社
前
宣

伝
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

東
京２

名
の
組
合
員
が
亡

く
な
っ
た
。
痛
ま
し
く

残
念
で
す
。

現
職
の
組
織
加
入
が

進
ん
で
い
な
い
。
ア
ク

セ
ス
は
少
し
で
あ
る
が

拡
大
は
進
ん
で
い
る
。

Ｊ
Ｒ
に
就
職
し
て
も
給

与
が
安
く
半
数
は
辞
め

て
い
く
。
３
・
14
統
一

行
動
日
に
は
昨
年
の
よ

う
に
行
動
し
た
い
。

神
奈
川

賃
上
げ
は
絶
対
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

安
倍
自
民
党
か
ら
始
ま
っ

た
ビ
ッ
ク
モ
ー
タ
ー
等

の
問
題
な
ど
世
の
中
は

政
治
に
興
味
が
な
い
人

が
多
い
。
組
合
に
結
集

し
な
い
方
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
も

の
言
う
組
合
が
結
集
し

な
け
れ
ば
大
幅
賃
上
げ

は
で
き
な
い
。

組
合
活
性
化
は
、
組

織
拡
大
し
か
な
い
。
加

入
を
呼
び
か
け
に
は
対

話
が
必
要
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

い
た
ら
ア
ク
セ
ス
が
あ

る
。
会
社
や
組
合
に
不

満
が
あ
る
と
思
う
。
会

社
を
辞
め
て
い
く
の
は

な
ぜ
か
、
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
話
し
を

聞
い
て
組
合
の
認
識
を

し
て
も
ら
う
行
動
に
移

す
。

ア
ク
セ
ス

国
民
春
闘
と
は
、
国

民
と
一
緒
に
闘
う
ス
タ

ン
ス
を
持
つ
事
。
職
場

の
声
を
出
し
て
も
ら
い
、

組
合
が
声
を
聞
き
、
改

善
し
て
い
く
。

下
山能

登
半
島
建
交
労
被

害
者
、
労
職
41
名
。
ダ

イ
ブ
１
名
。
も
の
を
言

う
大
切
さ
。
行
動
の
大

切
さ
。
春
闘
３
/
７
、

３
／
14
行
動
は
行
な
う
。

大
幅
賃
上
げ
・
組
織

拡
大
を
目
指
し
、
ス
ト

ラ
イ
キ
を
構
え
る
よ
う

に
し
た
い
。

建
交
労
鉄
道
東
日
本
本
部
代
表
者
会

賃金大幅引き上げ

底上げこそ、最も有効かつ物価高騰対策

建
交
労
鉄
道
東
日
本
本
部
代
表
者
会
議
が
２
０
２
４
年
２
月
６
日
（
火
）
東

十
条
ふ
れ
あ
い
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
東
日
本
本
部
で
、
執
行
委
員

で
活
躍
さ
れ
て
い
た
永
淵
信
次
さ
ん
が
急
逝
さ
れ
た
こ
と
を
悼
ん
で
黙
禱
を
し

て
会
議
に
入
り
ま
し
た
。

建
交
労
岩
手
県
本
部

24
春
闘
討
論
集
会
が
１

月
14
日
上
田
公
民
館
で

14
名
が
出
席
し
昆
書
記

長
の
司
会
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

工
藤
委
員
長
か
ら
能

登
半
島
地
震
の
被
災
地

は
死
者
・
被
害
は
深
刻

で
す
。
亡
く
な
ら
れ
た

皆
さ
ん
哀
悼
の
黙
禱
を

呼
び
か
け
、
参
加
者
で

黙
祷
を
行
い
ま
し
た
。

新
年
か
ら
は
ん
ら
ん

の
幕
開
け
で
す
が
、
要

求
実
現
の
た
め
立
ち
止

ま
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
、

組
織
拡
大
し
て
要
求
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
物
価
の

高
騰
と
労
働
組
合
の
役

割
に
つ
い
て
考
え
る
」

と
題
し
て
い
わ
て
労
連

中
野
る
り
子
議
長
よ
り

講
演
を
受
け
ま
し
た
。
。

講
演
の
中
で
、
憲
法

に
記
載
さ
れ
て
い
る
唯

一
の
団
体
「
労
働
組
合
」
。

日
本
国
憲
法
は
、
労
働

者
・
労
働
組
合
を
応
援
。

憲
法
27
条
（
労
働
す
る

権
利
）

。
憲

法
28

条

（
労
働
基
本
権
:
団
体

権
・
団
体
交
渉
・
団
体

行
動
権
）
。
国
際
的
に

も
憲
法
28
条
素
晴
ら
し

い
。
労
働
組
合
員
の
仲

間
を
増
や
し
一
緒
に
要

求
実
現
し
、
人
間
ら
し

く
働
く
こ
と
。
24
春
闘

は
全
国
単
独
最
下
位
８

９
３
円
の
い
わ
て
か
ら
、

今
す
ぐ
１
５
０
０
円
の

全
国
一
律
賃
金
制
度
に

向
け
た
最
賃
法
の
改
正

し
、
闘
う
24
春
闘
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
各
支
部

か
ら
組
織
拡
大
に
向
け

て
、
教
宣
活
動
を
充
実

し
要
求
実
現
の
た
め
24

春
闘
を
闘
う
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。

最
後
に
工
藤
委
員
長
、

今
春
闘
で
物
価
高
に
似

合
う
賃
上
げ
を
勝
ち
と

ろ
う
と
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三

唱
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
の
支
援

カ
ン
パ
の
訴
え
が
あ
り
。

各
支
部
が
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

快
晴
の
１
月
１
日
、
岩

山
散
策
と
浅
岸
薬
師
神

社
初
詣
を
行
っ
た
。

10
時
半
、
さ
っ
そ
く

岩
山
か
ら
お
年
玉
が
。

山
頂
で
秋
田
駒
か
ら

岩
手
山
ま
で
の
鮮
や

か
な
パ
ノ
ラ
マ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

私
の
今
年
の
抱
負
は

「
青
い
空
と
白
い
雲

の
下
、
ま
ぶ
し
い

白
、
…
少
し
息
を

は
ず
ま
せ
歩
く
。

岩
手
山
を
望
み
な
が
ら
」

だ
っ
た
。
雪
が
少
な
く

「
ま
ぶ
し
い
白
」
は
叶

わ
な
か
っ
た
が
、
須
藤

妙
子
さ
ん
の
さ
わ
や
か

な
歌
声
を
背
に
受
け
、

１
３
０
％
満
足
の
散
策

だ
っ
た
。

初
詣
は
浅

岸
薬
師
神
社
。

千
年
ほ
ど
前
、

奥
三
河
（
愛

知
県
）
の
鳳

来
寺
よ
り
薬

師
如
来
像
を

迎
え
入
れ
建

て
た
そ
う
だ
。

神
社
仏
閣
に

う
と
い
私
だ

が
、
鳳
来
寺

と
縁
が
あ
る

こ
と
知
り
親
し
み
を
持
っ

た
。
愛
知
県
に
居
た
時
、

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
聞
き

に
そ
の
寺
を
訪
れ
た
か

ら
だ
。

初
詣
で
は
５
つ
の
お

願
い
の
を
し
た
。
そ
の

ひ
と
つ
「
今
年
も
美
味

し
く
酒
が
飲
め
ま
す
よ

う
に
」
は
２
週
間
後
に

薬
師
さ
ん
が
応
え
て
く

れ
た
。
い
つ
も
の
酒
屋

で
お
年
玉
く
じ
を
引
い

た
ら
４
等
、
奥
会
津
の

高
価
な
純
米
吟
醸
一
升

瓶
を
ゲ
ッ
ト
し
た
。

建
交
労
岩
手
県
本
部
24
春
闘
討
論
集
会

昨
年
６
月
か
ら
友
だ

ち
に
な
っ
た
左
足
親
指

の
水
虫
、
９
月
か
ら
の

左
手
薬
指
の
切
り
傷
、

暮
れ
か
ら
の
も
の
も
ら

い
が
年
明
け
て
も
一
向

に
治
ら
な
い
。
そ
れ
に

腰
痛
が
加
わ
っ
た
。
年

齢
以
上
の
免
疫
力
低
下

と
姿
勢
（
行
い
も
）
の

悪
さ
が
原
因
か
も
し
れ

な
い
。

１
月
13
日
、
吉
報
が

届
い
た
。
腰
痛
治
療
薬

を
研
究
し
て
い
た
東
京

大
学
整
形
外
科
の
え
だ

か
な
医
師
が
、
ら
く
だ

の
尿
に
メ
ド
ミ
タ
イ
と

い
う
物
質
を
加
え
た
薬

を
開
発
。
た
く
さ
ん
の

入
院
患
者
に
３
日
間
投

与
し
、
痛
み
を
た
ず
ね

た

と

こ

ろ

「
ら

く

だ

（
楽
だ
）
」
と
感
謝
さ

れ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
門
脇
貞
男

さ
ん
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一
放

送
で
知
ら
せ
て
く
れ
た
。

聞
い
た
と
た
ん
、
腰
痛

は
和
ら
い
だ
気
分
と
な
っ

た
。笑

い
の
力
は
い
ろ
ん

な
事
に
作
用
す
る
。
こ

の
ぼ
ん
く
ら
だ
け
で
な

く
世
界
中
に
必
要
か
も

し
れ
な
い
。
す
べ
て
の

国
の
首
脳
が
参
加
し
て

「
世
界
笑
点
大
喜
利
大

会
」
を
毎
週
や
る
べ
き

だ
。
司
会
は
国
連
事
務

総
長
。
国
や
地
域
間
の

争
い
が
な
く
な
る
、
兵

器
も
軍
隊
も
な
く
な
る

日
が
や
っ
て
く
る
。
ド

ル
ー
ワ
・
ル
フ
ダ
ン
ワ

だ
。

細
川
忠
雄

※
注
：
カ
ナ
文
字
は
逆

さ
読
み
。
門
脇
貞
男
は

故
ケ
ー
シ
ー
高
峰
さ
ん

の
本
名
。
放
送
は
１
月

13
日
の
真
打
ち
競
演
。

つ
ぶ
や
き

い
つ
で
も
夢
を
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

呟
き
52

武
器
輸
出

我
が
政
府

武
器
の
輸
出
を
進
め
ん
と

ど
の
国
が
買
う
か
、
何
の
た
め
に
買
う
か

武
器
は
人
殺
し
の
道
具

誰
を
殺
そ
う
と
い
う
の
か

武
器
は
敵
国
に
向
け
ら
れ
る
?

そ
れ
だ
け
で
は
な
い

自
国
人
民
に
も
向
け
ら
れ
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
を
見
よ

喜
ぶ
の
は
誰
?

石
川
島
播
磨
、
三
菱
重
工
な
ど
兵
器
産
業

商
社
も
関
わ
る
?

中
古
兵
器
を
売
り
つ
け
る
バ
イ
デ
ン
・
ア
メ

リ
カ

そ
れ
を
見
逃
し
て
や
る
わ
が
国
民井

上

駿

岩
山
と
浅
岸
薬
師
か
ら
の
お
年
玉


